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本
学
と
高
大
接
続
事
業
の

協
定
を
結
ぶ
石
巻
商
業
高
校

で
は
、
高
大
接
続
公
開
授
業

と
し
て
位
置
付
け
る
。
受
講

し
単
位
を
取
得
す
れ
ば
、
入

学
後
に
単
位
認
定
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
現
在
８
人
が
受

講
し
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を
持

つ
学
外
の
一
般
の
方
々
の
受

講
も
見
ら
れ
、
同
講
座
に
寄

せ
る
地
域
の
期
待
と
評
価
は

高
い
。

毎
週
火
曜
日
５
限
目
（
１６

時
５０
分
～
１８
時
２０
分
）
に
４

号
館
４
２
０
１
教
室
で
開

講
。
８
月
３
日
に
は
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

今
後
の
講
座
日
程
は
▽
５

月
２１
日
・
渡
辺
一
馬（
ワ
カ
ツ

ク
代
表
理
事
）▽
同
２８
日
・
松

村
豪
太
（I

S
H
I
N
O
M
A
K
I

2
.
0

代
表
理
事
）
▽
６
月

４
日
・
西
本
健
太
朗
（
み
ら

い
サ
ポ
ー
ト
石
巻
・
復
興
応

援
隊
）
▽
同
１１
日
・
門
馬
優

（T
E
D
I
C

代
表
）
▽
同
１８
日

・
柴
田
滋
紀
（
に
じ
い
ろ
ク

レ
ヨ
ン
代
表
理
事
）
▽
同
２５

日
・
小
林
深
吾
（
ピ
ー
ス
ボ

ー
ト
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ

サ
ー
）
▽
７
月
２
日
・
渡
部

慶
太
（
石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
前
事
務
局
長
）
▽

同
９
日
・
長
尾
彰
（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
結
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

理
事
長
）
▽
同
１６
日
・
河
野

心
太
郎
（
前M

A
K
E
T
H
E
H

E
A
V
E
N

め
組
リ
ー
ダ
ー
）

▽
同
２３
日
・
村
島
弘
子
（
移

動
支
援R

e
r
a

代
表
）
▽
同

３０
日
・
吉
澤
武
彦
（
日
本
カ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
協
会
代
表

理
事
）

∥

◇

∥

講
座
の
様
子
はF

a
c
e
b
o

o
k

の
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
f
a
c

e
b
o
o
k
.
c
o
m
/
f
u
k
k
o
u
v

）

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
後
の
石
巻
で
復

興
に
力
を
尽
く
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
を
講
師
に
招

く「
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
」が
、

幅
広
い
市
民
の
注
目
を
浴
び
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
理
工
・
経
営
学
部

の
共
通
科
目
で
あ
る
「
総
合
科
目

Ｉ
」
（
前
期
開
講
）
の
授
業
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
や
活
動
に

つ
い
て
理
解
を
広
め
た
い
と
今
回

は
一
般
市
民
に
も
無
料
で
開
放
。

事
前
の
申
し
込
み
も
い
ら
ず
、
１

回
だ
け
の
聴
講
も
で
き
る
た
め
、

毎
回
多
く
の
市
民
が
学
生
と
共
に

講
義
に
聞
き
入
っ
て
い
る
。

講
師
は
、
震
災
直
後
か
ら

現
在
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
の
リ
ー
ダ
ー
１４
人
。
８

月
３
日
ま
で
全
１６
回
に
わ
た

る
講
座
で
、
毎
回
一
人
ず
つ

登
壇
す
る
。
現
場
で
の
実
践

に
つ
な
が
る
話
が
聞
け
る
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
の
活
動
分
野
が
異
な
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
全
体

像
を
つ
か
め
る
の
が
特
徴

だ
。開

講
し
た
４
月
１６
日
に

は
、
山
崎
泰
央
経
営
学
部
教

授
の
講
義
に
約
２
０
０
人
が

詰
め
か
け
た
∥
写
真
。
テ
ー

マ
は
「
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
社
会
的
資
本
の
形

成
」。山
崎
教
授
は
「
復
興
に

は
地
域
の
住
民
の
自
発
的
な

行
動
が
必
要
で
す
。
各
団
体

の
活
動
を
知
り
、
参
加
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

５
月
１４
日
ま
で
に
中
川
政

治
（
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト
石
巻

専
務
理
事
）
、
魚
谷
浩
（
前

オ
ン
ザ
ロ
ー
ド
宮

城

代

表
）
、
西
村
真
由
美
（
Ｊ
Ｅ

Ｎ
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ

ー
）
の
３
人
が
登
壇
。
活
動

報
告
や
現
在
の
活
動
、
今
後

の
復
興
支
援
の
展
望
な
ど
に

つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
な

ど
を
語
っ
た
。

「
自
分
が
経
験
し
た
阪
神

淡
路
大
震
災
で
何
も
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
出
発
点
だ
っ
た
」

「
石
巻
の
素
晴
ら
し
さ
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

課
題
」
と
話
す
講
師
も
い

た
。ま

た
、
近
く
行
わ
れ
る
海

浜
清
掃
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
を
寄
せ
た
受
講
生

か
ら
は
参
加
の
手
が
挙
が
っ

た
り
し
た
。

問
い
合
わ
せ
窓
口
を
務
め

る
関
根
慎
吾
経
営
学
部
教
授

の
元
に
は
、
す
で
に
数
件
の

電
話
や
メ
ー
ル
が
あ
り
、
関

根
教
授
は
「
仙
台
の
社
会
福

祉
協
議
会
や
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

映
画
の
制
作
に
携
わ
る
方
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
も
あ

っ
た
。
関
心
の
広
が
り
と
と

も
に
、
震
災
に
か
か
わ
っ
た

多
く
の
人
が
今
も
復
興
へ
の

道
筋
を
模
索
し
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
る
」
と
語
っ
て

い
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

の
地
域
再
生
と
生
活
再
建
に

主
体
的
に
か
か
わ
る
大
学
生

・
大
学
院
生
ら
を
助
成
す
る

「
住
友
商
事

東
日
本
再
生

ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
｜
活
動
・
研
究
助
成

｜
」
の
２
０
１
３
年
度
助
成

対
象
に
、経
営
学
部
・
山
崎
泰

央
ゼ
ミ
の
「
被
災
地
の
子
ど

も
と
学
生
を
つ
な
ぐ
『
に
こ

に
こ
プ
レ
ー
パ
ー
ク
』
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
採
択
さ
れ

た
。
助
成
金
は
５０
万
円
で
、

期
間
は
１４
年
３
月
３１
日
ま
で

の
１
年
間
。

山
崎
ゼ
ミ
で
は
大
学
周
辺

の
仮
設
住
宅
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
収
入

支
援
や
交
通
支
援
な
ど
を
実

施
。
昨
年
か
ら
は
大
学
の
敷

地
を
使
っ
た
「
に
こ
に
こ
プ

レ
ー
パ
ー
ク
」
と
い
う
子
ど

も
の
遊
び
場
づ
く
り
に
取
り

組
み
、「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」（
本

紙
第
５
０
８
号
既
報
）
を
開

催
す
る
な
ど
着
実
に
歩
み
を

進
め
、
こ
の
実
績
が
評
価
さ

れ
た
。

４
月
１４
日
、
東
京
都
中
央

区
の
住
友
商
事
本
社
で
行
わ

れ
た
贈
呈
式
に
は
山
崎
ゼ
ミ

の
佐
藤
夏
実
さ
ん
（
経
営
４

・
福
島
県
福
島
南
高
）
と
大

あ
き

こ

畑
普
子
さ
ん
（
経
営
３
・
福

島
県
相
馬
高
）
が
出
席
し
、

助
成
金
の
贈
呈
書
を
受
け
取

っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

の
大
畑
さ
ん
は
「
仮
設
住
宅

の
集
会
所
で
子
ど
も
た
ち
と

遊
ん
で
い
た
小
さ
な
場
が
、

い
つ
の
間
に
か
大
学
で
石
巻

全
域
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
発
展
し

ま
し
た
。
今
回
の
採
択
を
機

に
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

花
見
交
流
会

３００
人
楽
し
む

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
桜
が

満
開
を
迎
え
た
４
月
１８
日
、

学
生
会
主
催
の
「
花
見
交
流

会
」が
開
催
さ
れ
た
∥
写
真
。

交
流
会
は
、
新
入
生
へ
の

サ
ー
ク
ル
勧
誘
と
、
サ
ー
ク

ル
間
の
交
流
の
機
会
に
と
、

学
生
会
が
企
画
。
学
生
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
ほ
か
に
サ
ト
ザ
ク

ラ
や
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
、
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
な
ど
６
５
０
本
の

桜
が
植
え
ら
れ
、
石
巻
市
の

隠
れ
た
名
所
と
な
っ
て
い

る
。
３
号
館
南
側
芝
生
で
は

学
生
会
と
石
鳳
祭
実
行
委
員

会
が
用
意
し
た
豚
汁
や
焼
き

そ
ば
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、

学
生
た
ち
は
、
見
事
に
咲
き

誇
っ
た
桜
を
楽
し
ん
だ
。

開
式
に
あ
た
り
、
渡
辺
和

洋
学
生
会
長
（
理
工
３
・
福

島
県
日
本
大
学
東
北
高
）
は

「
交
流
会
を
通
し
て
サ
ー
ク

ル
活
動
の
魅
力
を
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
大
い
に
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

ま
た
、
開
花
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
あ
わ
せ
て
、
各
学
科
、

研
究
室
、
ゼ
ミ
な
ど
に
よ
る

花
見
会
も
開
催
さ
れ
た
。

４
月
１３
日
に
開
幕
し
た
南

東
北
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ

戦
で
、
硬
式
野
球
部
が
し
烈

な
優
勝
争
い
を
展
開
し
て
い

る
。第

４
週（
５
月
４
、５
日
開

催
）を
終
え
、７
戦
全
勝
で
東

日
本
国
際
大
と
同
率
首
位
。

優
勝
の
行
方
は
第
５
週
（
５

月
１８
、
１９
日
、
福
島
県
い
わ

き
市
・
平
野
球
場
）
に
行
わ

れ
る
直
接
対
決
で
決
ま
る
。

今
季
は
、
こ
こ
ま
で
４
勝

の
エ
ー
ス
・
笠
原
拓
海
（
経

営
４
・
山
形
県
新
庄
東
高
）

が
４
完
封
（
５
回
コ
ー
ル
ド

１
試
合
を
含
む
）
と
絶
好

調
。
ま
た
、
堅
い
守
備
陣
に

支
え
ら
れ
、
蛇
口
由
将
（
経

営
３
・
岩
手
県
一
関
学
院

高
）
、
高
橋
由
気
（
経
営
３

・
宮
城
県
宮
城
水
産
高
）
も

好
投
し
て
お
り
、
安
定
し
た

戦
い
を
見
せ
て
い
る
。

東
日
本
国
際
大
戦
で
は
厳

し
い
戦
い
が
予
想
さ
れ
る
。

ぜ
ひ
球
場
に
足
を
運
び
、
選

手
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て

ほ
し
い
。

み
や
ぎ
県
民
大
学
「
石
巻

専
修
大
学
開
放
講
座
」
が
６

月
６
日
か
ら
開
講
さ
れ
る

（
７
月
２５
日
ま
で
。
毎
週
木

曜
日
、
全
８
回
。
１９
時
～
２０

時
３０
分
）。

今
年
度
の
統
一
テ
ー
マ
は

「
今
、
人
間
と
し
て
生
き
る

と
は
？
」
。
講
師
は
山
崎
省

一
人
間
学
部
長
ら
本
学
教
員

が
担
当
。
人
間
と
し
て
の
生

き
方
に
焦
点
を
あ
て
、
石
巻

地
域
が
復
旧
か
ら
復
興
へ
と

歩
み
は
じ
め
る
な
か
、
新
し

い
石
巻
を
創
造
す
る
た
め
の

学
び
の
場
を
提
供
す
る
。

�
石
巻
専
修
大
学
事
務
課
☎
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2013 年度 育友会支部懇談会 開催日程・会場

会場

石巻専修大学

＊６月 16 日は定期総会を同時開催

TKP 仙台カンファレンスセンター

TKP 銀座カンファレンスセンター

秋田県社会福祉会館

新潟東急イン

ホテル青森

ホテルメトロポリタン盛岡

古川商工会議所

山交ビル

さくらホール

福島ビューホテル

開催日

６月 16 日（日）

10 月 12 日（土）

７月 ７日（日）

７月 ７日（日）

７月 21 日（日）

７月 21 日（日）

７月 28 日（日）

７月 28 日（日）

９月 １日（日）

９月 １日（日）

９月 ８日（日）

９月 ８日（日）

開催地

石巻

仙台

東京

秋田

新潟

青森

盛岡

大崎

山形

北上

福島

経
営
学
部
・
山
崎
ゼ
ミ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

硬式野球部

東
日
本
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
助
成
対
象
に

▲ チームを引っ張る折笠洋平主将

（経営４・福島県若松商業高）

▲ 助成金の贈呈書を受け取る大畑さん（右）

優勝争いを展開

「復興ボランティア学」がスタート

講
師
は
支
援
団
体

開

放

講

座

◇

６
月
６
日
か
ら

リ
ー
ダ
ー
の
１４
人

市
民
に
も
開
放

地
域
の
期
待
も

（１０）２０１３年（平成２５年）５月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５１２号


